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令和７年４月　潮来市議会だより 198 号 2

令和7年第1回1月臨時会

審議議案と議決結果

補正予算　1件
令和６年度潮来市一般会計補正予算（第８号） 可決

会　　　期：1月15日（1日間）
審議議案等：計1件（市長提出議案：１件）

結果
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▼賛否が分かれた案件

会　　　期：3月4日～25日（22日間）
審議議案等：30件（市長提出議案等：29件、議員発議：1件）

令和7年第1回3月定例会

条例改正　11件
潮来市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用
及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について 可決
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 可決
潮来市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部改正について 可決
企業職員の給与の種類及び基準に関する条例等の一部改正について 可決
潮来市職員の育児休業等に関する条例及び潮来市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 可決
潮来市国民健康保険税条例の一部改正について 可決
潮来市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果
的な支援の方法に関する基準等を定める条例及び潮来市地域包括支援センターの職員等に係る基準を定め
る条例の一部改正について

可決

潮来市水道事業給水条例の一部改正について 可決
潮来市手数料徴収条例の一部を改正する条例の一部改正について 可決
潮来市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について 可決
潮来市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 可決
予算・補正予算　13件
令和６年度潮来市一般会計補正予算（第９号） 可決
令和６年度潮来市国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 可決
令和６年度潮来市介護保険特別会計補正予算（第４号） 可決
令和６年度潮来市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可決
令和６年度潮来市水道事業会計補正予算（第２号） 可決
令和６年度潮来市下水道事業会計補正予算（第２号） 可決
令和７年度潮来市一般会計予算 可決
令和７年度潮来市国民健康保険特別会計予算 可決
令和７年度潮来市介護保険特別会計予算 可決
令和７年度潮来市後期高齢者医療特別会計予算 可決
令和７年度潮来市水道事業会計予算 可決
令和７年度潮来市工業用水道事業会計予算 可決
令和７年度潮来市下水道事業会計予算 可決
同意　2件
潮来市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意
潮来市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同意
その他　3件
開業資金等貸与契約の締結について 可決
工事請負契約の締結について（潮来小学校体育館改修工事） 可決
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適任
議員発議　1件
潮来市議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正について 可決

■令和７年度潮来市一般会計予算　　　○＝賛成　×＝反対� ※16番小峰議員は、議長のため採決には加わりません。
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議案ピックアップ 気になる議案をチェック

令和6年度潮来市一般会計補正予算（第9号）

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ3億4,316万5千円を減額
し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ147億8,217万7千円と
する。
令和6年9月の決算特別委員会にて、各議員から不用額の指摘があ
り、減額補正を行った。

潮来市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関す
る条例の一部改正について
消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律施行令の一部が
改正されたため改正するもの。潮来市が支払う消防団員退職報償金
の区分を追加する。令和7年4月より新たに35年以上の区分を追加
し、階級ごとに退職報償金を支給する。

潮来市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係
る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例及び潮来市
地域包括支援センターの職員等に係る基準を定める条例の一部改正について

介護保険法施行規則及び指定介護予防支援等の事業の人員及び運営
並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の
方法に関する基準の一部を改正する省令の施行のため改正するもの。
地域包括支援センターの職員確保のため、職員配置について柔軟な
職員配置を可能にする。常勤換算方式を導入することで必要な員数
を確保できる。

潮来市国民健康保険税条例の一部改正について
国民健康保険の安定的な財政運営及び効率的な事業運営を行うことを目的とし、潮来市国民健康保険
税の税率改正を行うもの。

区分
医療分 後期分 介護分

合　計 現行税率
との比較被保険者 被保険者 40歳以上65歳未満の

被保険者

比較 現行 改正後 現行 改正後 現行 改正後 現行 改正後

所得割 5.7％ 6.3％ 2.8％ 3.0％ 2.0％ 2.1％ 10.5％ 11.4％ +0.9％

均等割 32,000円 35,000円 16,000円 17,000円 15,000円 16,000円 63,000円 68,000円 +5,000円
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数字の横に「 」が付いていないものは、
紙面の都合上掲載できませんでした。
5ページから17ページにありますＱＲコー
ド（議員氏名隣）を読み取ると、映像で視
聴いただけますので、ぜひご覧ください。

一般通告質問とは、議員が市長などの執行機関に対して、事務の執行状況や将来に対する方針などに質問をしたり、報
告や説明を求めることです。

一般通告質問

	 兼平　直紀 議員　P.16　
	1　�前川沿岸における浸水被害防止策等、川幅拡
張工事、橋梁の架け替え工事について

	2　潮来市の防犯対策について

	 鴇田　正信 議員　P.15　
	1　潮来市の道路舗装工事と生活道路について
	2　�潮来市の建設業者の経営審査とランク付けと
入札について

	 3　工事受注者について

	 平田　健三 議員　P.13　
	1　帯状疱疹ワクチンの助成拡大を！
	2　自治会「回覧板」のデジタル化導入を！
	3　インバウンド（訪日客）の取り組み強化を！
	 4　補聴器の購入の助成について

	 佐々木　徹 議員　P.12
	1　統合による子ども達の教育環境は大丈夫か？
	 2　また起きてしまったクリーンセンターの火災
� 　　今後のゴミ処理施設の課題について
� 3　�観光農園構想が残したもの（構想から約40年

経過した現在地）

	 阿部　慶介 議員　P.11　
	1　�近隣市で有機フッ素化合物（PFAS）検出！
潮来市は？

	2　子ども達が全員英語が話せるまちづくり！
	 3　�帯状疱疹ワクチンの助成対象の20歳まで拡大

について

	 黒須　俊行 議員　P.7　
	1　�潮来市老人デイサービスセンター「白鳥」に
ついて

	2　通学路における安全対策について
�3　延方駅周辺の環境整備について
�4　火災時における対応について

	 吉川　利一 議員　P.6　
	1　過疎対策について
	2　潮来市の観光について

	 飯島　康弘 議員　P.5　
	1　潮来市の防犯対策について
	2　『自治体ＤＸの推進』について

	 和田　直子 議員　P.10　
	1　潮来市の人口流出の現状と課題について
	2　�子育て支援充実とジェンダーギャップ解消に
むけて

	 3　�雇用創出と新しい働き方を支援する取り組み
について

	 小沼　英明 議員　P.9　
	1　潮来市内６丁目前川沿いの井戸涸れについて
	2　市内の道路の危険個所について伺う
	3　交通弱者に対する今後の手段は？
�4　�令和7年2月4日の潮来クリーンセンターの火
災について伺う

	 田崎　清 議員　P.17　
	1　米作りと生産調整について
	2　市道（牛）１級４号線（台上戸～古宿線）について
	3　シルバー人材センターについて
	 4　川尾農村公園について

	 志村　一　議員　P.14　
	1　�公共交通空白地域を回るコニュニティバスの本格

的な運行について
	2　�潮来市立図書館の旧牛堀一小正門からの車両進入

について
	3　�一年後に迫った潮来一中・牛堀中の統合における

通学路の安全確保と通学手段について

	 石田　裕二 議員　P.8　
	1　給食センターの改築について
	2　道の駅いたこの直販委員会の解散について
�3　�潮来市都市計画マスタープランの主要市道に
ついて

�4　民間福祉施設等の経済支援について
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問　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
市
庁
舎
6
台
、福
祉
事
務
所
2
台
、

他
公
共
施
設
35
台
で
あ
る
。

答　
吉
川
学
校
教
育
課
長

　
小
中
学
校
に
お
い
て
は
計
33
台
が

稼
働
中
で
あ
る
。

問　
個
人
や
事
業
所
に
向
け
た
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
補
助
事
業
等
の
考
え

は
あ
る
か
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
市
と
し
て
は
設
置
場
所
や
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
へ
の
配
慮
な
ど
も
踏
ま
え
、

対
象
者
を
各
自
治
区
と
し
た
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
事
業
の
準
備
を
進
め
て
い

る
。

問　
特
殊
犯
罪
が
増
え
る
中
、
行
政

と
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
防
犯
意
識

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
。「
潮

来
市
は
市
全
体
で 

ま
ち
全
体
で 

防

犯
対
策
を
行
っ
て
い
る
！
」
と
い
う

意
識
づ
け
を
市
内
外
に
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
が
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
犯
罪
等
の
未
然
防
止
、
地
域
住
民

の
安
全
安
心
感
の
向
上
に
繋
が
る
も

の
と
捉
え
て
い
る
。
さ
ら
に
は
地
域

全
体
の
防
犯
意
識
の
向
上
へ
と
繋
げ

て
参
り
た
い
。

問　
目
的
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
業
務
の
効
率
化
で
あ
る
が
、
今
後

の
取
組
と
課
題
を
伺
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　

あ
や
め
園
内
で
の
Ａ
Ｒ（
拡
張
現

実
）活
用
、
24
時
間
Ａ
Ｉ
電
話
自
動

応
答
シ
ス
テ
ム
、
行
政
手
続
き
に
お

い
て
は
4９
手
続
き
で
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
が
可
能
。
課
題
と
し
て
は
デ
ジ

タ
ル
と
紙
申
請
の
併
用
に
よ
り
二
通

り
の
業
務
フ
ロ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

経
過
期
間
の
一
時
的
な
も
の
と
見
込

む
。

問　
24
時
間
対
応
Ａ
Ｉ
電
話
と
あ
る

が
、
市
民
が
電
話
番
号
を
知
ら
な
い

と
使
え
な
い
。
番
号
、
周
知
は
な
さ

れ
て
い
な
い
の
か
。

答　
箕
輪
Ｄ
Ｘ
戦
略
室
長

　
Ａ
Ｉ
電
話
番
号
０
２
９
９
︱
９
４

︱
２
７
０
５

　
周
知
に
つ
い
て
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
市
の

広
報
に
て
速
や
か
に
行
っ
て
い
く
。

問　
地
方
公
務
員
専
用
Ａ
Ｉ
「
マ
サ

ル
く
ん
」
を
自
治
体
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
伺

う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
導
入
に
あ
た
っ
て
は
Ｄ
Ｘ
戦
略
室

お
い
て
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
、
費
用
対

効
果
等
の
検
証
を
行
い
、
市
独
自
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
も
含
め
調
査

研
究
を
行
っ
て
い
く
。

潮
来
市
の
防
犯
対
策
に

つ
い
て

『
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
』

に
つ
い
て

家庭ごみの分別（品目別の捨て方）の問い合わせを
AI（人工知能）が24時間応対する。
� 詳しくはこちらから　　

質問者	　飯
いいじま
島　康

やすひろ
弘
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９
万
円
を
支
払
っ
て
い

る
。
無
駄
に
し
な
い
事

が
重
要
で
、
国
内
の
観

光
地
と
競
り
合
う
、
外

国
人
に
も
来
て
も
ら
え

る
風
景
の
再
現
を
願
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
代
替
性
の
な
い
観
光
資
源
を
持
っ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
各
部
署

等
と
連
携
を
と
り
日
本
一
を
誇
っ
て

い
き
た
い
。

問　
牛
堀
地
区
を
対
象
に
し
た
潮
来

市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
、
今

期
計
画
の
進
捗
と
次
期
計
画
の
方
針

に
つ
い
て
伺
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
と
も
に
事
業
を

進
め
て
い
る
。

再
問　
令
和
6
年
9
月
、
牛
堀
土
地

改
良
、
か
す
み
認
定
こ
ど
も
園
、
福

祉
施
設
え
ん
む
す
び
の
3
者
が
、

道
路
改
良
に
対
し
て
協
力
金
を
拠
出

す
る
旨
の
同
意
書
を
添
え
て
、
旧
牛

堀
町
民
プ
ー
ル
前
の
道
路
改
良
を
求

め
る
た
め
の
要
望
書
を
市
に
提
出
し

た
。
予
算
を
見
る
と
、
令
和
７
年
の

工
事
費
が
九
千
万
円
と
、
前
年
の
半

分
に
な
っ
て
い
る
。
工
事
は
実
施
で

き
る
の
か
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
計
画
に
基
づ
き
事
業
を
進
め
る
。

問　
清
水
地
区
開
発
に
つ
い
て
調
査

検
討
作
業
の
進
捗
を
伺
う
。

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
（
仮
称
）
麻
生
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
地
区
に
お
け
る
産
業
用
地
の

創
出
を
目
的
に
、
今
年
度
は
潮
来
市

産
業
用
地
開
発
実
現
化
調
査
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
主
な
内
容
と
し
て
、

①
地
権
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
②
開

発
手
法
及
び
各
種
課
題
の
検
討
に
係

る
関
係
機
関
と
の
協
議
、
③
産
業
用

地
に
関
す
る
需
要
調
査
を
実
施
し
て

い
る
。
３
月
21
日
開
催
の
庁
内
委
員

会
で
報
告
す
る
予
定
。

再
問　
ど
れ
だ
け
の
規
模
の
も
の
が

い
つ
出
来
る
の
か
。

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
農
地
の
取
り
扱
い
や
企
業
需
要
の

課
題
が
あ
る
。
立
地
企
業
な
ど
実
現

性
の
担
保
が
取
れ
な
い
限
り
事
業
化

は
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
ク

リ
ア
し
た
う
え
で
事
業
化
の
判
断
を

お
こ
な
い
、
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

示
し
て
い
き
た
い
。

問　
市
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

実
証
実
験
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
成

果
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　

5７
日
間
で
1
日
３
便
を
運
行
、

５
９
５
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
１
１
２
件
の
回

答
を
得
た
。

　
分
析
デ
ー
タ
を
元
に
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
で
議
論
し
て
い
き

た
い
。

再
問　
広
域
路
線
バ
ス
事
業
は
実
施

か
ら
９
年
た
つ
が
北
浦
ラ
イ
ン
は
一

便
あ
た
り
利
用
者
は
2.6
人
。
当
初
は

国
・
県
・
市
の
予
算
で
実
施
さ
れ
て

い
た
。
今
は
国
の
交
付
税
80
％
、
市

が
20
％
の
負
担
を
し
て
い
る
。
一
方

で
大
洗
町
の
タ
ク
シ
ー
券
が
好
評
で

あ
る
。
周
辺
市
町
村
を
参
考
に
潮
来

市
に
最
適
な
交
通
施
策
を
求
め
る
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
協
議
会
で
は
年
末
に
は
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
実
証
実
験
を
行
っ

た
。

　
ま
た
、
大
洗
町
な
ど
他
市
町
村
の

事
例
も
参
考
に
、
最
善
を
模
索
し
て

い
き
た
い
。

　
市
で
は
日
本
一
の
水
路
と
し
て
、

前
川
の
整
備
を
進
め
て
き
た
が
、
完

成
予
定
年
、
予
算
総
額
と
見
込
ん
で

い
る
観
光
へ
の
経
済
効
果
の
規
模
を

伺
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　

概
ね
短
期
３
年
、
中
期
５
年
、

長
期
１０
年
を
想
定
し
、
事
業
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
策
定
し
て
い
る
。
予
算

総
額
や
完
成
予
定
年
、
観
光
へ
の
経

済
効
果
規
模
に
つ
い
て
は
、
計
画
に

記
載
は
な
い
。

再
問　

コ
ン
サ
ル
会
社
に
１
，０
８

過
疎
対
策
に
つ
い
て

潮
来
市
の
観
光
に

つ
い
て

「水郷潮来あやめ園」
質問者	　吉

よし
川
かわ
　利

り
一
いち

一般通告質問　気になるQ&A
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設
け
、
防
犯
の
観
点
と
し
て
設
置
す

る
場
合
に
は
、
関
係
部
署
と
協
議
を

し
て
参
り
た
い
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
防
犯
灯
の
観
点
か
ら
防
犯
灯
の
増

設
は
各
地
区
の
区
長
さ
ん
か
ら
の
申

請
書
を
受
け
て
現
地
調
査
を
実
施

し
、
防
犯
灯
設
置
及
び
維
持
管
理
要

綱
に
基
づ
き
進
め
て
い
る
。

問　
被
災
者
へ
の
ケ
ア
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
対
応
さ
れ
て
い
る
か
伺

う
。

答　
実
川
市
民
福
祉
部
長

　
被
災
者
の
支
援
や
情
報
収
集
に
努

め
、
救
援
物
資
で
あ
る
布
団
や
歯
ブ

ラ
シ
・
タ
オ
ル
等
の
緊

急
セ
ッ
ト
の
手
配
及
び

今
後
の
生
活
の
場
、
市

営
住
宅
等
を
優
先
し
た

相
談
を
行
っ
て
い
る
。

問　
指
定
管
理
者
の
再
公
募
の
結
果

に
つ
い
て
伺
う
。

答　
実
川
市
民
福
祉
部
長

　
再
公
募
を
実
施
し
た
が
指
定
管
理

者
の
再
公
募
の
応
募
は
な
か
っ
た
。

問　
利
用
者
の
他
施
設
へ
の
移
行
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
実
川
市
民
福
祉
部
長

　
利
用
登
録
者
5６
名
中
、
入
院
の
方

１
名
を
除
き
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、
ま
た
は
施
設
入
所
へ
移
行
が

済
ん
で
い
る
。

問　
今
後
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ

る
短
期
的
及
び
具
体
的
な
取
組
方
針

に
つ
い
て
伺
う
。

答　
実
川
市
民
福
祉
部
長 

　
令
和
７
年
4
月
１
日
か
ら
は
、
休

止
の
予
定
で
あ
る
。
今
後
は
再
度
、

指
定
管
理
に
関
し
調
査
、
研
究
を
行

い
、
事
業
再
開
に
向
け
対
応
を
図
っ

て
参
る
。

問　
横
断
歩
道
上
に
お
け
る
道
路
照

明
灯
の
設
置
基
準
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
小
沼
建
設
部
長

　
交
通
事
故
防
止
を
図
る
た
め
、
必

要
が
あ
る
場
合
は
国
土
交
通
省
で
定

め
る
も
の
を
設
け
る
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。
道
路
照
明
に
お
い
て
は
、
主

と
し
て
夜
間
に
お
け
る
交
通
の
安
全

性
と
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
必
要
が

あ
る
場
合
に
照
明
施
設
を
設
け
る
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。

再
問　
日
没
の
早
い
時
期
な
ど
に
お

い
て
横
断
す
る
子
供
た
ち
の
早
期
視

認
が
遅
れ
た
り
巻
き
込
み
事
故
が
起

き
る
前
に
対
策
を
講
じ
て
お
く
必
要

が
あ
り
、
潮
来
二
中
や
そ
の
他
の
箇

所
で
も
照
明
が
不
充
分
な
所
が
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
対
策
を
し
て
い
た

だ
け
る
の
か
伺
う
。

答　
小
沼
建
設
部
長

　
潮
来
二
中
前
の
通
り
の
こ
と
か
と

思
わ
れ
る
が
、
こ
ち
ら
は
県
道
に
な

る
の
で
所
管
の
潮
来
土
木
事
務
所
に

確
認
を
し
て
い
た
だ
き
対
応
を
お
願

い
し
た
い
。

問　
通
学
路
に
お
け
る
防
犯
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
子
ど
も
の
被
害
は
、
登
下
校
時
、

特
に
下
校
時
の
午
後
３
時
か
ら
午
後

６
時
に
集
中
し
て
お
り
、
地
域
に
お

け
る
連
携
強
化
が
あ
げ
ら
れ
、
警

察
、
学
校
、
市
で
不
審
者
情
報
の
共

有
や
迅
速
な
対
応
を
行
い
、
ま
た
、

通
学
路
の
合
同
点
検
を
実
施
し
、
危

険
箇
所
に
関
す
る
情
報
を
共
有
す
る

と
と
も
に
、
危
険
箇
所
の
重
点
的
な

警
戒
、
見
守
り
を
進
め
て
参
る
。

再
問　
防
犯
灯
に
関
し
て
、
近
年
、

新
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
古
高
地
区

で
あ
る
が
、
延
方
小
学
校
と
潮
来

第
二
中
学
校
か
ら
つ
な
が
る
ル
ー
ト

は
非
常
に
暗
く
、
自
転
車
通
学
の
子

ど
も
た
ち
の
安
全
と
犯
罪
抑
止
の
た

め
防
犯
灯
の
増
設
に
つ
い
て
は
如
何

か
。

答　
濵
野
総
務
課
長

　
防
犯
灯
に
関
し
て
は
、
防
犯
灯
の

設
置
要
綱
と
併
せ
、
現
地
を
見
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

問　
市
民
の
安
心
、
安
全
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
上
で
防
犯
の
観
点
か
ら
道
路

照
明
灯
と
防
犯
灯
の
増
設
が
必
要
と

考
え
る
。

　
延
方
駅
周
辺
で
は
、
循
環
バ
ス
や

学
生
の
送
迎
バ
ス
、
Ｊ
Ｒ
を
利
用
す

る
通
学
生
が
多
く
、
今
後
、
調
査
の

上
、
増
や
す
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

答　
小
沼
建
設
部
長

　
道
路
照
明
灯
に
つ
い
て
は
、
必
要

が
あ
る
場
合
に
お
い
て
照
明
施
設
を

潮
来
市
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
白
鳥
に
つ
い
て

通
学
路
に
お
け
る
安
全

対
策
に
つ
い
て

延
方
駅
周
辺
の
環
境

整
備
に
つ
い
て

火
災
時
に
お
け
る
対

応
に
つ
い
て

質問者	　黒
くろ
須
す
　俊
とし
行
ゆき

一般通告質問　気になるQ&A

委
員
会
審
査

研
修
報
告
・
議
会
日
誌

予
算
特
別
委
員
会
報
告

一
般
質
問

令
和
7
年
度
の
予
算
案
を
可
決
／

予
算
の
主
な
使
い
道

審
議
議
案
と
議
決
結
果
／

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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業
者
は
光
熱
費
等
の
物

価
高
騰
に
よ
っ
て
運
営

が
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
民
間
へ
の
支
援
を

問
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
市
財
政
状
況
か
ら
財
政
健
全
化
を

目
的
に
、
公
立
、
公
共
施
設
電
気
代

高
騰
分
等
に
充
て
た
。

再
問　
鹿
行
４
市
の
状
況
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
民
間
福
祉
施
設
に
当
該

交
付
金
を
活
用
し
て
経
済
的
支
援
を

し
て
い
る
。
鉾
田
市
で
は
中
小
企
業

支
援
も
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

他
市
の
交
付
金
活
用
状
況
か
ら
市
の

対
応
を
問
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
十
分
に
近
隣
自
治
体
の
動
向
を
踏

ま
え
る
と
共
に
、
国
や
県
等
の
制
度

活
用
を
総
合
的
に
判
断
す
る
。

問　
建
設
か
ら
44
年
経
過
し
た
当
市

給
食
セ
ン
タ
ー
。
衛
生
管
理
対
策
や

調
理
器
具
の
最
新
化
は
！
令
和
３
年

に
も
質
問
し
た
が
学
校
の
統
合
・

適
正
化
と
と
も
に
建
設
計
画
の
策
定

は
！
そ
の
後
の
状
況
を
伺
う
。

答　
吉
川
学
校
教
育
課
長

　
令
和
３
年
の
質
問
を
受
け
て
、
第

６
次
産
業
加
工
場
を
併
設
の
稼
働
率

の
高
い
施
設
の
検
討
、
国
の
交
付
金

の
確
認
、
先
進
地
の
研
修
な
ど
を
実

施
し
て
来
た
。
公
共
施
設
の
長
寿
命

化
は
4０
年
を
目
途
に
し
て
い
る
。
そ

れ
ら
か
ら
も
「
安
全
で
美
味
し
い
給

食
」
を
目
指
し
て
計
画
を
進
め
て
い

く
段
階
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
２
０
０
２
年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

開
催
時
に
オ
ー
プ
ン
し
た
道
の
駅
。

し
か
し
地
元
の
出
店
や
新
鮮
市
場
伊

太
郎
を
支
え
る
生
産
者
の
会
員
数
が

減
っ
て
い
る
。
オ
ー
プ
ン
か
ら
の
状

況
の
変
動
と
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
ま
ず
、
地
元
の
農
産
物
等
の
出
荷

生
産
者
数
は
減
少
し
て
い
る
。
要
因

は
生
産
者
の
高
齢
化
、
担
い
手
不

足
。
対
策
と
し
て
農
業
者
へ
の
有
益

な
情
報
提
供
や
新
規
就
農
者
の
販
路

拡
大
に
努
め
て
い
く
。

再
問　

こ
れ
ま
で
地
元
の
「
か
あ

ち
ゃ
ん
手
む
す
び
」
の
皆
さ
ん
、
直

販
委
員
会
も
減
少
、
ま
た
地
元
名
物

の
佃
煮
屋
さ
ん
も
辞
め
る
と
い
う
。

道
の
駅
は
市
が
税
金
を
投
入
し
た
施

設
。
そ
れ
が
単
な
る
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

で
は
、
地
元
産
業
と
の
競
合
施
設
に

な
っ
て
し
ま
う
。
茨
城
県
の
玄
関
口

と
し
て
の
役
割
と
地
元
産
業
の
育
成

と
支
援
は
！
行
政
と
し
て
考
え
方
を

問
う
！

答　
原
市
長

　
現
実
的
に
は
、
も
う
行
方
市
や
鉾

田
市
の
農
家
の
品
数
、
品
質
も
含
め

て
量
的
供
給
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

鹿
行
地
域
全
体
の
商
品
、
情
報
発
信

基
地
と
い
う
考
え
方
の
下
で
存
続
し

て
い
く
事
に
切
り
替
え
て
経
営
し
て

い
く
。
こ
れ
が
現
実
で
あ
る
。
そ
の

上
で
地
元
を
大
事
に
し
て
い
く
。

潮
来
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
主
要
市
道
に
つ
い
て

問　
潮
来
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
点
在

す
る
拠
点
を
結
び
、
周
辺
都
市
と
の

連
携
を
図
る
重
要
な
計
画
。
現
在
、

未
完
成
の
市
道
（
潮
）
１
級
１0
号
線

の
整
備
費
用
を
伺
う
。

答　
小
沼
建
設
部
長

　
5１
号
潮
来
駅
入
口
交
差
点
か
ら
立

金
ま
で
建
設
費
用
は
約
５
億
円
で
あ

る
。

再
問　
道
路
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

使
っ
て
も
ら
っ
て
活
き
る
。
現
在

の
使
用
状
況
は
限
ら
れ
た
市
民
で
あ

る
。
こ
の
投
資
し
た
道
路
を
活
か
す

た
め
の
提
案
が
あ
る
。
以
前
に
川
尾

団
地
入
口
か
ら
潮
来
駅
ま
で
の
予
定

路
線
が
あ
っ
た
。
５１
号
の
渋
滞
緩

和
、
潮
来
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

有
効
な
道
路
に
な
る
。
先
行
投
資
を

し
て
将
来
の
５１
号
バ
イ
パ
ス
と
し
て

国
に
売
却
す
る
。
こ
の
よ
う
な
道
路

へ
の
先
行
投
資
は
可
能
か
ど
う
か
検

討
の
提
案
を
す
る
。

答　
小
沼
建
設
部
長

　
仮
定
の
質
問
の
た
め
、
答
弁
は
控

え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問　
令
和
６
年
度
物
価
高
騰
対
応
交

付
金
を
公
立
認
定
こ
ど
も
園
、
公
立

学
校
、
各
公
民
館
、
タ
ク
シ
ー
助
成

金
な
ど
公
費
負
担
分
を
賄
う
た
め
の

費
用
に
充
て
た
が
、
民
間
認
定
こ
ど

も
園
、
高
齢
者
の
介
護
施
設
等
の
事

給
食
セ
ン
タ
ー
の
改
築

に
つ
い
て

道
の
駅
い
た
こ
の
直
販

委
員
会
の
解
散
に
つ
い
て

民
間
福
祉
施
設
等
の

経
済
支
援
に
つ
い
て

潮
来
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
主
要
市
道

に
つ
い
て

一般通告質問　気になるQ&A

質問者	　石
いし
田
た
　裕
ゆう
二
じ
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額
は
１
４
１
万
７
，０
７
５
円
。

再
問　
以
前
に
も
リ
チ
ウ
ム
電
池
が

原
因
で
火
災
が
起
こ
っ
て
い
る
。
鹿

嶋
・
神
栖
よ
り
回
収
方
法
も
少
な
く

Ｈ
Ｐ
も
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の

ペ
ー
ジ
が
開
か
な
い
。

答　
原
市
長

　
周
知
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
事
で
今
回
の
火
災
も
発
生
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
先
に
つ
い

て
も
、
回
収
の
仕
方
も
踏
ま
え
早
急

に
変
え
て
参
り
た
い
。

問　
今
回
の
火
災
の
被
害
は
保
険
で

賄
え
る
の
か
？

答　
安
藤
環
境
課
長

　
建
物
・
設
備
と
も
保
険
加
入
し
て

い
る
。
古
い
の
で
若
干

保
険
金
は
下
が
る
。

問　
前
川
沿
い
の
拡
幅
工
事
に
お
い

て
近
辺
の
井
戸
涸
れ
が
あ
っ
た
と
聞

く
。
市
役
所
の
把
握
し
て
い
る
件
数

と
こ
の
件
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。

答　
小
沼
建
設
部
長

　
市
は
把
握
し
て
お
ら
ず
、
潮
来
土

木
事
務
所
に
確
認
す
る
と
７
軒
の
井

戸
が
涸
れ
た
。
令
和
６
年
１１
月
に
地

下
水
を
低
下
さ
せ
る
デ
ィ
ー
プ
ウ
ェ

ル
工
法
を
施
工
し
た
と
こ
ろ
、
１2
月

下
旬
よ
り
令
和
７
年
２
月
上
旬
に
か

け
て
出
島
橋
か
ら
真
菰
橋
の
間
の
民

家
で
井
戸
涸
れ
が
発
生
し
た
。
井
戸

水
の
み
使
用
し
て
い
る
家
に
は
水
道

を
暫
定
的
に
給
水
、
料
金
を
潮
来
土

木
事
務
所
が
補
償
、
水
道
と
井
戸
水

を
併
用
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、

過
去
の
水
道
料
金
を
超
え
た
分
を
潮

来
土
木
事
務
所
で
補
償
し
て
い
る
。

今
後
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
井
戸
が

涸
れ
る
可
能
性
も
あ
る
と
事
前
に
話

す
よ
う
潮
来
土
木
事
務
所
に
も
伝
え

る
。

問　
潮
来
大
橋
の
た
も
と
か
ら
郵
便

局
裏
、
水
門
、
十
番
、
日
の
出
堤
防

と
常
陸
利
根
川
沿
い
の
川
岸
の
道

路
、
速
度
制
限
は
何
キ
ロ
？
ス
ピ
ー

ド
を
出
す
車
も
多
く
何
か
制
限
は
で

き
ぬ
か
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
速
度
表
示
が
な
い
の
で
６０
㎞
／
ｈ
、

交
通
事
故
も
複
数
発
生
し
て
お
り
行

方
警
察
署
と
協
議
し
て
参
る
。

答　
草
野
都
市
建
設
課
長

　
反
射
で
段
差
に
見
え
る
よ
う
な
も

の
を
道
路
標
示
に
す
る
な
ど
考
え
て

い
き
た
い
。

問　
神
栖
方
面
か
ら
５１
号
へ
向
か
う

し
ま
む
ら
・
ウ
エ
ル
シ
ア
の
信
号
の

右
折
は
危
険
、
右
折
信
号
を
付
け
る

事
は
で
き
な
い
の
か
？

答　
小
沼
建
設
部
長

　
信
号
設
置
後
、
７
年
余
り
経
過
し

大
型
ス
ー
パ
ー
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

も
開
店
。
交
差
点
内
に
右
折
車
線
が

す
で
に
あ
る
事
か
ら
茨
城
県
警
や
土

木
事
務
所
に
設
置
要
望
を
出
し
て
い

く
。

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
実
証
実

験
の
分
析
に
お
い
て
そ
れ
な
り
に
成

果
が
あ
っ
た
。
公
共
交
通
の
バ
ス
よ

り
乗
車
率
は
良
い
の
で
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　

１
便
当
た
り
３
．
４
８
人
で
神

宮
あ
や
め
白
帆
ラ
イ
ン
（
６
．２
９

人
）
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
鹿
行
北

浦
ラ
イ
ン
（
２
．６
３
人
）
を
上
回

る
利
用
状
況
と
な
っ
た
。

問　
バ
ス
停
ま
で
行
く
の
が
大
変
と

い
う
声
を
聴
く
。
大
洗
の
よ
う
に

５
０
０
円
タ
ク
シ
ー
の
よ
う
な
実
証

実
験
を
や
っ
た
ら
ど
う
か
。

答　
実
川
市
民
福
祉
部
長

　
実
証
実
験
中
の
検
証
結
果
の
他
、

他
市
の
事
例
等
も
含
め
効
果
検
証
を

踏
ま
え
今
後
の
潮
来
市
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
で
協
議
事
項
と
さ

れ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
火
災
は
リ
チ
ウ
ム
電
池
が
原
因

と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
施
設

で
処
理
す
る
よ
う
だ
が
ど
こ
で
処
理

さ
れ
、
い
く
ら
掛
か
る
の
か
伺
う
。

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
ひ
た
ち
な
か
市
の
勝
田
環
境
株
式

会
社
。
２
／
１3
～
2８
ま
で
で
１０
ｔ
コ

ン
テ
ナ
で
３
台
１
７
．０
５
ｔ
、
金

潮
来
市
内
６
丁
目
前
川

沿
い
の
井
戸
涸
れ
に
つ
い

て

令
和
7
年
2
月
4
日
の

潮
来
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
火
災
に
つ
い
て
伺
う

市
内
の
道
路
の
危
険

個
所
に
つ
い
て
伺
う

交
通
弱
者
に
対
す
る

今
後
の
手
段
は
？

一般通告質問　気になるQ&A

質問者	　小
お
沼
ぬま
　英
ひであき
明

委
員
会
審
査

研
修
報
告
・
議
会
日
誌

予
算
特
別
委
員
会
報
告

一
般
質
問

令
和
7
年
度
の
予
算
案
を
可
決
／

予
算
の
主
な
使
い
道

審
議
議
案
と
議
決
結
果
／

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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館
を
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
し
て
活
用

し
、
学
習
や
交
流
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

の
場
と
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

再
問　

現
在
、
市
民
が
自
発
的
に

行
っ
て
い
る
子
ど
も
食
堂
や
プ
レ
イ

パ
ー
ク
の
活
動
を
行
政
が
支
援
し
、

協
働
し
て
遊
び
場
や
居
場
所
づ
く
り

を
進
め
て
は
ど
う
か
？

答　
大
﨑
生
涯
学
習
課
長

　
プ
レ
イ
パ
ー
ク
の
設
置
に
は
地
域

や
大
人
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、

子
ど
も
食
堂
な
ど
の
活
動
団
体
と
の

連
携
も
必
要
と
考
え
て
い
る
が
、
現

時
点
で
は
設
置
に
向
け
研
究
し
て
い

き
た
い
。

　
中
高
生
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い

て
も
活
動
団
体
と
の
連
携
は
、
今
後

の
課
題
と
し
、
現
状
で
は
図
書
館
や

公
民
館
な
ど
既
存
の
施
設
を
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

問　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
視
点
を
市

の
公
的
支
援
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

ラ
ン
ド
セ
ル
の
色
分
け
の
見
直
し

や
、
制
服
・
校
則
に
関
す
る
多
様
性

の
尊
重
な
ど
に
、
ど
の
よ
う
な
方
針

を
持
っ
て
い
る
か
。

答 

実
川
市
民
福
祉
部
長

　
今
後
の
ラ
ン
ド
セ
ル
の
色
に
つ
い

て
、
令
和
7
年
7
月
末
頃
に
仕
様
を

問　
潮
来
市
で
は
、
鹿
嶋
市
・
神
栖

市
へ
の
転
出
超
過
が
続
い
て
い
る
。

特
に
20
～
30
代
女
性
の
流
出
が
顕
著

だ
が
、
そ
の
要
因
に
つ
い
て
市
の
見

解
を
問
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
鹿
嶋
・
神
栖
市
へ
の
流
出
は
、
医

療
機
関
の
不
足
、
商
業
施
設
の
少
な

さ
、
雇
用
機
会
の
不
足
が
一
因
と
考

え
て
い
る
。
若
年
女
性
の
転
出
に

は
、
就
職
や
結
婚
な
ど
人
生
の
節
目

に
お
け
る
生
活
拠
点
の
選
択
肢
の
少

な
さ
が
影
響
し
て
い
る
。

問　
転
出
超
過
の
改
善
に
向
け
て
、

近
隣
市
に
は
な
い
潮
来
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
施
策
が
必
要
で
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
潮
来
な
ら
で
は
の
施
策
の
必
要
性

に
つ
い
て
は
共
感
し
て
お
り
、
水
郷

文
化
な
ど
地
域
資
源
を
生
か
し
た
取

り
組
み
を
学
習
し
、
具
体
化
し
て
い

き
た
い
。

問　
中
学
校
部
活
動
の
送
迎
支
援
を

潮
来
市
の
人
口
流
出
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
充
実
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

解
消
に
む
け
て

決
定
す
る
予
定
。
子
ど

も
子
育
て
会
議
の
意
見

や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

踏
ま
え
、
よ
り
平
等
な

形
に
す
る
方
針
で
進
め

て
い
く
。

答　
吉
川
学
校
教
育
課
長

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
校
長
会
か
ら
の
意
見
や
第

２
期
学
校
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
推

進
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

令
和
７
年
１
月
3０
日
に
は
、
市
内
４

中
学
校
の
生
徒
会
と
教
育
委
員
会
で

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
意
見
交
換
会
を

実
施
し
、
各
校
生
徒
会
の
役
員
の
皆

さ
ん
と
教
育
委
員
会
で
多
岐
に
わ
た

り
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
教
育
委
員

会
と
し
て
は
、
生
徒
た
ち
の
意
見
を

尊
重
し
な
が
ら
、
改
善
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
。

行
う
考
え
は
あ
る
か
。

答　
吉
川
学
校
教
育
課
長

　

部
活
動
の
移
動
は
現
在
、
自
転

車
・
徒
歩
・
保
護
者
の
送
迎
で
行
わ

れ
て
お
り
、
今
後
も
現
状
の
ま
ま
で

お
願
い
し
た
い
。

問　
既
存
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
対
象
を
中
学
生
ま
で
拡

大
す
れ
ば
、
新
た
な
制
度
を
作
ら
ず

に
送
迎
支
援
が
可
能
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。

答　
山
田
子
育
て
支
援
課
長

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
は
、
小
学
生
以
下
の
児
童
を
対
象

に
預
か
り
や
送
迎
を
し
て
い
る
。
協

力
会
員
さ
ん
の
増
員
も
な
か
な
か
難

し
く
、
現
状
、
何
と
か
対
応
を
し
て

お
り
、
中
学
生
ま
で
の
拡
大
は
難
し

い
状
況
で
あ
る
。

問　

プ
レ
イ
パ
ー
ク
設
置
、
中
高
生

の
居
場
所
づ
く
り
の
考
え
は
あ
る
か
。

答　
大
﨑
生
涯
学
習
課
長

　
プ
レ
イ
パ
ー
ク
は
、
子
ど
も
が
自

分
の
責
任
で
自
由
に
遊
ぶ
冒
険
的
な

遊
び
場
で
あ
り
、
創
造
力
を
育
む
施

設
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
潮

来
市
で
の
設
置
は
今
後
の
研
究
課
題

で
あ
る
。
ま
た
、
中
高
生
の
居
場
所

づ
く
り
と
し
て
は
、
図
書
館
や
公
民

一般通告質問　気になるQ&A

質問者	　和
わ だ
田　直

なお
子
こ
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問　
現
在
の
潮
来
市
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
係

る
年
間
の
経
費
は
？

※
Ａ
Ｌ
Ｔ
…
外
国
語
指
導
助
手

答　
吉
川
学
校
教
育
課
長

　
潮
来
市
の
年
間
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
係
る

経
費
は
３
，２
３
４
万
円
、
７
人
の

Ａ
Ｌ
Ｔ
が
い
る
た
め
、
１
人
当
た

り
に
直
し
ま
す
と
４
６
２
万
円
で
あ

る
。

問　
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
り
実
践
的
な
英
語

を
学
ぶ
機
会
が
増
え
、
生
徒
た
ち
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
国
際

感
覚
が
育
ま
れ
、
将
来
的
に
は
グ

ロ
ー
バ
ル
な
社
会
で
活
躍
で
き
る
人

材
に
な
る
。
経
費
を
安
い
と
こ
ろ
に

変
更
し
て
人
数
と
授
業
時
間
を
増
や

し
て
は
？

答　
吉
川
学
校
教
育
課
長

　
授
業
時
間
は
文
部
科
学
省
の
学
習

指
導
要
領
で
決
ま
っ
て
い
る
。
現
状

よ
り
安
価
な
委
託
業
者
に
変
更
が
可

能
か
ど
う
か
調
査
、
研
究
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

問　
先
日
、
自
分
と
議
員
有
志
で
港

区
の
区
立
幼
稚
園
に
研
修
に
行
っ

た
。
そ
こ
で
子
供
た
ち
の
年
齢
が
一

番
低
い
ク
ラ
ス
が
素
直
に
英
語
に
親

し
ん
で
い
た
。
先
ほ
ど
の
答
弁
で
Ａ

問　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
検
査
は
県
で
毎
月

行
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
市
の
井
戸

水
等
の
検
査
は
行
っ
て
い
な
い
。
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
の
今
後
の
検
査
予
定
は
？

答　
小
沼
建
設
部
長

　
市
の
水
道
水
は
、
全
量
を
茨
城
県

企
業
局
の
水
を
受
水
し
て
い
る
。
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
の
水
質
検
査
は
茨
城
県
企
業

局
で
毎
月
実
施
し
て
い
る
。

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
近
隣
他
市
で
は
、
１
市
の
み
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
の
検
査
を
7
年
度
の
予
算
に
計

上
し
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
踏
ま

え
、
潮
来
市
は
周
辺
自
治
体
の
動
向

を
注
視
し
て
参
り
た
い
。

問　
地
域
の
飲
料
水
の
安
全
の
確
保

は
市
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で
、
重

大
な
課
題
。
近
隣
の
動
向
を
見
な
が

ら
と
い
う
よ
り
す
ぐ
に
や
る
べ
き
だ

と
思
う
が
？

答　
安
藤
環
境
課
長

　
確
か
に
生
活
直
結
の
井
戸
水
で
あ

る
。
現
在
の
と
こ
ろ
市
の
河
川
に
よ

る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
検
出
は
さ
れ
て
い
な

い
が
、
今
後
発
生
す
る
か
分
か
ら
な

い
た
め
、
周
辺
の
自
治
体
の
動
向
を

注
視
し
て
い
き
た
い
。

Ｌ
Ｔ
１
人
約
４
６
０
万
円
で
７
人
を

３
年
、
計
算
す
る
と
約
９
，６
６
０

万
円
。
そ
の
前
は
４
人
で
３
年
で

５
，５
２
０
万
円
。
足
す
と
１
億
５
，

１
８
０
万
円
。
こ
の
６
年
間
で
１
億

５
，１
８
０
万
円
を
使
っ
て
、
英
語

が
話
せ
る
子
ど
も
た
ち
は
何
人
育
っ

た
の
か
？
頂
い
た
税
金
を
使
っ
て
教

育
す
る
な
ら
ば
、
話
せ
る
教
育
に
お

金
を
使
う
べ
き
で
は
？

答　
塙
教
育
長

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
有
効
活
用
を
校
長
会
に

お
願
い
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
学
校

の
授
業
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
時

間
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
関
わ
る
時
間
を
増
す

な
ど
Ｒ
７
年
度
に
向
け
、
効
果
的
な

英
語
教
育
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。
先
ほ
ど
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
経
費

も
含
め
て
研
究
し
て
い
く
。

問　
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
保
育
教
諭
と
の
打
合

わ
せ
の
時
間
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
だ

が
、
そ
れ
な
ら
ば
日
本
語
を
話
せ
る

Ａ
Ｌ
Ｔ
を
派
遣
し
て
も
ら
え
ば
よ
い

の
で
は
？

答　
山
田
子
育
て
支
援
課
長

　
あ
や
め
こ
ど
も
園
で
は
、
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
教
育
保
育
要

領
に
定
め
ら
れ
た
内
容
で
教
育
・
保

育
を
行
っ
て
い
る
。
日
本
語
の
基

礎
の
育
成
を
目
指
し
な
が
ら
遊
び
の

中
で
英
語
に
触
れ
、
異
な
る
言
語
や

子
ど
も
達
が
全
員
英
語

が
話
せ
る
ま
ち
づ
く
り
！

異
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
作
る
こ
と

が
目
的
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
英
語
教
育

は
、
現
場
の
先
生
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
幼
児
期
に
英
語
教
育
を
始
め
て

い
る
自
治
体
等
の
状
況
も
注
視
し
な

が
ら
研
究
す
る
。

問　
英
語
教
育
が
必
要
だ
と
い
う
こ

と
は
誰
も
が
分
か
っ
て
い
る
。
早
く

そ
の
こ
と
に
気
が
つ
い
た
市
は
も
う

動
き
出
し
て
い
る
。
す
ぐ
に
で
も
幼

児
期
か
ら
の
英
語
教
育
に
力
を
注
ぐ

べ
き
だ
と
思
う
が
い
か
が
か
？

答　
原
市
長

　
早
め
に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
、
先

進
事
例
を
導
入
し
て
い
れ
ば
よ
か
っ

た
が
、
な
か
な
か
そ
う
も
い
か
な

か
っ
た
。
今
後
は
契
約
が
切
れ
た
時

点
で
、
完
全
に
移
行
で
き
る
よ
う
な

形
で
多
く
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
を

抱
え
て
、
幼
児
教
育
ま

で
し
っ
か
り
と
で
き
る

よ
う
に
進
め
て
い
き
た

い
。

一般通告質問　気になるQ&A

質問者	　阿
あ べ
部　慶

けいすけ
介

近
隣
市
で
有
機
フ
ッ
素

化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）

検
出
！
潮
来
市
は
？

委
員
会
審
査

研
修
報
告
・
議
会
日
誌

予
算
特
別
委
員
会
報
告

一
般
質
問

令
和
7
年
度
の
予
算
案
を
可
決
／

予
算
の
主
な
使
い
道

審
議
議
案
と
議
決
結
果
／

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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明
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
一
つ
一
つ
、
大

事
に
、
丁
寧
に
ご
説
明

を
し
な
が
ら
、
子
ど
も

達
の
た
め
に
ど
の
よ
う

な
学
校
づ
く
り
が
い
い
の
か
、
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
。

再
々
問　
こ
の
よ
う
に
様
々
な
問
題

を
解
決
す
る
の
は
、
潮
来
市
の
中
心

で
あ
る
津
知
小
学
校
跡
地
に
統
合
中

学
校
を
新
設
す
る
こ
と
だ
と
思
う
が

如
何
か
？

答　
塙
教
育
長

　
第
２
期
学
校
適
正
化
計
画
で
は
既

存
校
舎
の
活
用
が
前
提
に
あ
る
。
津

知
小
学
校
跡
地
に
つ
い
て
は
、
跡
地

利
用
で
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問　
潮
来
小
の
体
育
館
が
新
築
で
は

な
く
改
修
に
な
っ
た
理
由
は
？

答　
吉
川
学
校
教
育
課
長

　
財
政
的
に
改
修
の
方
が
有
利
で
あ

り
、
既
存
体
育
館
は
耐
震
改
修
済
み

の
為
、
十
分
利
活
用
が
可
能
で
あ
る

こ
と
か
ら
改
修
と
い
う
選
択
に
至
っ

た
。

再
問　

既
存
体
育
館
は
築
47
年
で

2
億
円
か
け
て
改
修
工
事
を
行
う
予

定
。
子
ど
も
達
に
は
古
い
も
の
を
直

し
て
使
っ
て
も
ら
う
。
対
外
的
に
利

用
目
的
が
あ
る
前
川
運
動
公
園
の
2

面
目
の
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
を
5
億

円
か
け
て
新
設
中
で
あ
る
が
、
子
ど

も
達
の
教
育
環
境
が
な
い
が
し
ろ
に

さ
れ
て
は
い
な
い
か
？

答　
吉
川
学
校
教
育
課
長

　
個
別
施
設
計
画
の
中
で
築
4０
年
を

迎
え
た
建
物
か
ら
改
修
の
検
討
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
7
年
超
過

し
て
い
る
が
今
回
が
改
修
の
よ
い
機

会
だ
と
捉
え
て
い
る
。

答　
塙
教
育
長

　

前
川
運
動
公
園
の
人
工
芝
サ
ッ

カ
ー
場
増
設
に
つ
い
て
は
生
涯
学
習

課
で
は
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推

進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
代
１
，０
０
０

円
に
つ
い
て
、
統
合
し
て
保
護
者
の

負
担
が
が
増
え
る
の
は
お
か
し
い
と

思
う
が
如
何
か
。

答　
吉
川
学
校
教
育
課
長

　
説
明
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
様
々
な

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
今
後
も
引
き
続
き
丁
寧
に
説

明
を
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。

問　
最
終
の
中
学
校
統
合
一
校
化
の

校
地
は
、
牛
堀
中
と
潮
来
一
中
の
統

合
前
に
決
め
て
お
く
べ
き
だ
が
、
潮

来
一
中
、
潮
来
二
中
、
日
の
出
中
の

い
ず
れ
か
が
候
補
地
と
し
て
上
が
っ

て
い
る
が
未
決
で
あ
る
。
一
校
化
の

校
地
が
潮
来
一
中
以
外
の
潮
来
二

中
、
日
の
出
中
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
牛
堀
中
学
区
の
皆
様
へ
説

明
し
た
か
伺
う
。

答　
吉
川
学
校
教
育
課
長

　
各
地
区
の
説
明
会
で
令
和
8
年
4

月
の
統
合
、
令
和
１１
年
の
中
学
校
一

校
化
の
統
合
に
つ
い
て
は
丁
寧
に
説

明
を
し
て
い
る
。

問　
現
行
計
画
で
の
中
学
校
一
校
化

は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
？

答　
吉
川
学
校
教
育
課
長

　
第
２
期
潮
来
市
学
校
適
正
化
計
画

は
令
和
１5
年
ま
で
の
人
口
推
計
値
を

基
に
、
児
童
数
、
生
徒
数
を
算
定
し

て
い
る
。
ま
た
、
既
存
中
学
校
の
施

設
や
設
備
に
つ
い
て
も
、
学
校
基
本

調
査
等
で
建
築
年
次
を
把
握
し
、
維

持
管
理
に
努
め
て
い
る
。
一
定
の
改

修
等
は
必
要
に
な
る
と
思
う
が
、
一

校
化
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

再
問　
既
存
3
校
が
候
補
地
と
し
て

上
が
っ
て
い
る
が
、
例
え
ば
潮
来
一

中
学
区
の
方
が
潮
来
二
中
に
行
く

と
な
っ
た
場
合
、
ど
う
か
？
地
域
間

の
取
り
合
い
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
。
そ
れ
は
別
学
区
に
行
く
側
は

バ
ス
代
負
担
の
件
も
し
か
り
、
デ
メ

リ
ッ
ト
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
？

答　
塙
教
育
長

　
一
校
化
が
も
た
ら
す
学
校
規
模
の

適
正
化
に
よ
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
も
説

統
合
に
よ
る
子
ど
も

達
の
教
育
環
境
は
大
丈

夫
か
？

一般通告質問　気になるQ&A

質問者	　佐
さ
々
さ
木
き
　徹
とおる
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人
延
べ
宿
泊
数
も
１
万
２
，９
０
４

人
と
著
し
い
伸
び
と
な
っ
て
い
る
。

今
年
度
、
茨
城
県
の
補
助
事
業
を
活

用
し
、
観
光
拠
点
で
も
あ
る
水
郷
潮

来
あ
や
め
園
に
英
語
併
記
の
案
内
看

板
を
作
成
し
、
国
外
か
ら
の
お
客
様

の
受
入
れ
環
境
の
強
化
を
し
て
参

る
。
ま
た
、
株
式
会
社
い
た
こ
に
お

い
て
も
、
嫁
入
り
舟
を
活
用
し
た
ツ

ア
ー
造
成
事
業
を
導
入
し
、
令
和
７

年
度
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
に
向
け

た
ツ
ア
ー
販
売
等
を
開
始
す
る
予
定

で
あ
る
。

問　
定
期
接
種
化
で
の
本
市
の
助
成

に
つ
い
て
伺
う
。

答　
実
川
市
民
福
祉
部
長

　
対
象
者
は
、
潮
来
市
に
住
所
登
録

が
あ
り
、
主
に
年
度
内
に
６5
、
７０
歳

と
い
う
よ
う
に
５
歳
ご
と
の
対
象
者

と
な
り
、
９5
歳
と
、
１
０
０
歳
以
上

の
方
で
過
去
に
一
度
も
帯
状
疱
疹
予

防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方
が

対
象
と
な
る
。

　

助
成
額
は
１
回
４
，０
０
０
円

で
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
２
回
接

種
と
な
る
の
で
、
１
回
当
た
り
４
，

０
０
０
円
、
２
回
接
種
で
助
成
額
は

８
，０
０
０
円
と
な
る
。

　
拡
充
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
国
の

動
向
な
ど
も
注
視
し
て
い
き
た
い
。

問　
「
電
子
回
覧
板
」
を
導
入
し
て

は
ど
う
か
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
県
内
自
治
体
に
お
け
る
電
子
回
覧

板
の
取
組
状
況
は
、
１5
自
治
体
に
お

い
て
、
紙
媒
体
の
回
覧
物
配
付
を

行
っ
た
上
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
回

覧
物
の
内
容
が
確
認
で
き
る
状
態
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
県
内
の
事
例
で
は
、
笠
間

市
に
お
い
て
、
令
和
６
年
２
月
か
ら

３
月
に
か
け
て
、
一
部
の
地
域
で
紙

媒
体
の
回
覧
物
の
配
付
を
行
わ
ず

に
、
電
子
回
覧
板
の
み
を
配
信
す
る

実
証
実
験
を
行
っ
た
。
そ
の
後
も
、

希
望
す
る
地
域
が
あ
れ
ば
実
証
実
験

を
実
施
し
て
お
り
、
現
在
も
１
つ
の

地
域
に
お
い
て
実
験
継
続
中
で
あ
る

と
伺
っ
て
い
る
。
本
市
と
し
て
も
、

自
治
会
の
回
覧
板
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

検
討
す
る
こ
と
は
非
常
に
意
義
深
い

テ
ー
マ
で
あ
る
の
で
、
先
行
自
治
体

を
参
考
に
検
討
を
進
め
て
参
る
。
配

付
物
に
関
し
て
は
、
今
年
度
、
区
長

会
役
員
会
の
議
論
を
基
に
、
自
治
会

役
員
の
皆
様
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
区
長
回
覧
物
の
見

直
し
を
行
い
、
な
る
べ
く
全
戸
配
布

か
ら
回
覧
で
の
周
知
に
移
行
で
き
る

よ
う
、
市
役
所
内
に
お
い
て
見
直
し

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
今
後
の
取
り
組
み
・
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
茨
城
県
で
は
、
外
国
人
誘
客
促
進

の
重
点
指
標
と
し
て
い
る
台
湾
と
韓

国
を
中
心
に
、
国
や
地
域
の
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
た
戦
略
的
な
誘
客
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、
ゴ
ル
フ
場
数
全
国
５
位
を
誇
る

ゴ
ル
フ
誘
客
な
ど
、
県
の
強
み
を
生

か
し
た
誘
客
促
進
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
２
０
２
４
年
の
本
市
へ
の
外
国

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
！

の
助
成
拡
大
を
！

自
治
会
「
回
覧
板
」
の

デ
ジ
タ
ル
化
導
入
を
！

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日

客
）
の
取
り
組
み
強
化

を
！

質問者	　平
ひら
田
た
　健
けんぞう
三

一般通告質問　気になるQ&A

委
員
会
審
査

研
修
報
告
・
議
会
日
誌

予
算
特
別
委
員
会
報
告

一
般
質
問

令
和
7
年
度
の
予
算
案
を
可
決
／

予
算
の
主
な
使
い
道

審
議
議
案
と
議
決
結
果
／

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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は
、
進
入
路
と
し
て
使

用
し
て
も
問
題
は
な
い

と
の
回
答
を
い
た
だ
い

た
。
今
後
、
市
道
を
管

理
す
る
都
市
建
設
課
や

関
係
機
関
と
の
協
議
を

し
て
い
き
た
い
。

問　

通
学
路
が
変
わ
る
牛
堀
中
学
区

の
生
徒
の
通
学
手
段
と
通
学
路
は
？

答　
吉
川
学
校
教
育
課
長

　
通
学
手
段
と
し
て
は
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
、
自
転
車
、
徒
歩
、
保
護
者
等
に

よ
る
送
迎
を
想
定
し
て
い
る
。
令
和

７
年
４
月
に
牛
堀
中
学
校
区
か
ら
通

学
予
定
の
児
童
・
生
徒
、
保
護
者
よ

り
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
調
査
及
び
ス

ク
ー
ル
バ
ス
利
用
申
込
み
を
行
う
。
ま

た
、
通
学
路
に
つ
い
て
は
、
自
転
車
通

学
の
た
め
の
安
全
確
保
と
し
て
、
国

道
51
号
線
や
県
道
５
号
線
・
県
道
5０

号
線
の
整
備
要
望
を
進
め
て
い
く
。

問　

実
証
運
行
を
終
え
、
ど
の
よ
う

な
課
題
が
見
え
て
き
た
の
か
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　

潮
来
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
実
証

運
行
～
合
計
5７
日
間
、
１
７
１
便
の

運
行
で
、
合
計
で
５
９
５
人
の
ご
利

用
を
い
た
だ
い
た
。
よ
り
利
便
性
、

持
続
可
能
性
の
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
運
行
を
実
施
し
て
い
く
た
め

に
は
、
運
行
便
数
や
運
行
時
間
帯
、

運
行
ル
ー
ト
の
拡
大
な
ど
が
課
題
で

あ
る
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
に
あ

た
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
委
託
タ
ク
シ
ー

会
社
の
抱
え
る
課
題
は
？

答　
河
瀨
企
画
政
策
課
長

　

そ
れ
ぞ
れ
の
委
託
タ
ク
シ
ー
会
社

の
抱
え
る
課
題
と
し
て
、
車
両
と
ド

ラ
イ
バ
ー
の
確
保
が
あ
げ
ら
れ
る
。

再
問　

潮
来
市
内
の
委
託
タ
ク
シ
ー

会
社
の
抱
え
る
大
き
な
課
題
で
あ
る

ワ
ゴ
ン
車
台
数
不
足
、
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
、
そ
の
中
で
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運

行
と
い
う
現
状
か
ら
、
９
時
か
ら
１4

時
30
分
の
運
行
時
間
は
変
え
ら
れ
な

い
と
い
う
現
実
。
こ
の
厳
し
い
現
実
の

中
、
運
行
コ
ー
ス
を
増
や
す
と
い
う
一

つ
の
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

１
点
目
に
、
奇
数
日
、
偶
数
日
と

コ
ー
ス
を
分
け
る
こ
と
で
、
乗
車
人

数
も
あ
る
程
度
集
中
す
る
。
こ
の
こ

と
に
よ
っ
て
コ
ー
ス
が
増
え
、
公
共

交
通
空
白
地
域
を
埋
め
る
た
め
の
範

囲
も
広
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

　

２
点
目
に
、
偶
数
日
に
今
回
の
実

証
運
行
コ
ー
ス
（
ベ
イ
シ
ア
・
大
山
・

川
尾
・
ラ
ラ
ル
ー
・
図
書
館
・
保
健

セ
ン
タ
ー
・
さ
く
ら
・
市
役
所
方
面
）

は
そ
の
ま
ま
運
行
す
る
。

　

３
点
目
に
、
奇
数
日
に
Ａ
コ
ー
ス

と
し
て
ベ
イ
シ
ア
扌
福
島
扌
徳
島
扌

米
島
扌
道
の
駅
扌
市
役
所
扌
さ
く
ら

扌
ベ
イ
シ
ア
２
便
運
行
・
Ｂ
コ
ー
ス

と
し
て
ベ
イ
シ
ア
扌
大
塚
野
扌
台
上

戸
扌
島
須
扌
さ
く
ら
扌
市
役
所
扌
ベ

イ
シ
ア
２
便
運
行
す
る
。

　

４
点
目
に
、
奇
数
日
と
偶
数
日
に

分
け
て
運
行
す
る
よ
さ
と
し
て
、
第

１
月
曜
日
が
奇
数
日
の
場
合
、
第
２

月
曜
日
は
必
ず
偶
数
日
に
な
る
。
利

用
者
に
と
っ
て
曜
日
の
偏
り
が
な
く

な
る
。
ま
た
、
新
た
な
運
行
コ
ー
ス

の
拡
大
に
も
つ
な
が
る
。

答　
河
瀨
企
画
政
策
課
長

　

提
案
い
た
だ
い
た
具
体
的
な
ル
ー

ト
や
、
奇
数
日
、
偶
数
日
に
分
け
て

の
運
行
の
提
案
に
つ
い
て
も
、
今
回

実
施
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
実
証

運
行
利
用
の
実
態
を
分
析
し
な
が

ら
、
し
っ
か
り
と
協
議
の
場
で
提
案

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問　

潮
来
市
立
図
書
館
の
旧
牛
堀
一

小
正
門
か
ら
の
車
両
の
進
入
を
可
能

に
す
る
た
め
の
進
捗
状
況
は
？

答　
大
﨑
生
涯
学
習
課
長

　

行
方
警
察
署
交
通
課
か
ら
、
旧
牛

堀
第
一
小
学
校
正
門
か
ら
県
道
５
号

線
へ
の
車
両
の
出
入
り
に
つ
い
て

一
年
後
に
迫
っ
た
潮
来
一
中・牛

堀
中
の
統
合
に
お
け
る
通
学
路
の

安
全
確
保
と
通
学
手
段
に
つ
い
て

一般通告質問　気になるQ&A

質問者	　志
し
	村
むら
		　一

はじめ

潮
来
市
立
図
書
館
の
旧
牛
堀
一

小
正
門
か
ら
の
車
両
進
入
に
つ
い
て

公
共
交
通
空
白
地
域
を

回
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

本
格
的
な
運
行
に
つ
い
て

～
本
格
的
な
潮
来
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
～
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に
つ
い
て
は
、
潮
来
市
全
体
で
優
先

順
位
を
付
け
、
計
画
に
基
づ
い
て
進

め
て
い
く
。

問　
二
項
道
路
の
救
済
処
置
と
し
て

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
し
た
土
地
の
移
管
後

の
管
理
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
小
沼
建
設
部
長

　
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
し
た
土
地
の
道
路

用
地
と
し
て
移
管
を
受
け
た
箇
所
に

つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
寄
贈
者
な

ど
の
要
望
等
に
よ
り
、
砕
石
の
敷
き

な
ら
し
、
草
刈
り
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。
な
お
、
す
れ
違
い
や
、
退
避

場
等
の
有
効
活
用
が
期
待
さ
れ
る
場

所
に
お
い
て
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
で
の
対
応
を
し
て
い
る
。

　
問　
潮
来
市
の
建
設
業
者
の
経
営
審

査
と
ラ
ン
ク
付
け
と
入
札
に
つ
い
て

伺
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
潮
来
市
の
評
価
は
、
経
営
審
査
の

点
数
は
県
と
同
じ
と
な
る
が
、
潮
来

（
潮
）
１
１
２
０
号
線
の
合
計
４
路

線
で
あ
る
。
延
長
に
す
る
と
、
約

６
５
０
メ
ー
ト
ル
の
新
設
舗
装
工
事

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
道
路
拡
幅
に
つ
い
て
は
、
用
地
取

得
、
物
件
・
移
転
補
償
な
ど
が
生
じ

る
こ
と
か
ら
、
事
業
に
よ
る
費
用
対

効
果
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、
進

め
て
い
る
。

問　
上
戸
の
信
号
機
か
ら
認
定
こ
ど

も
園
う
し
ぼ
り
園
～
観
音
寺
～
上
戸

に
抜
け
る
市
道
（
牛
）
４
２
０
１
号

線
は
道
路
幅
が
狭
く
葬
儀
へ
の
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
も
危
険
と
感
じ
て
途
中
で

降
ろ
さ
れ
て
し
ま
う
。
お
彼
岸
、
お

盆
、
お
墓
参
り
、
県
内
外
か
ら
も
お

客
様
も
多
い
、
使
用
す
る
地
元
の
関

係
者
が
困
っ
て
い
る
た
め
道
路
計
画

は
あ
る
か
伺
う
。

答　
草
野
都
市
建
設
課
長

　
市
道
（
牛
）
４
２
０
１
号
線
、
う

し
ぼ
り
園
か
ら
観
音
寺
に
通
ず
る
道

路
か
と
思
う
。
地
元
か
ら
平
成
１１

年
、
平
成
2７
年
、
昨
今
で
は
令
和
6

年
1０
月
に
要
望
書
を
頂
い
た
。
そ
の

中
で
現
状
を
確
認
し
て
い
る
。
整
備

潮
来
市
の
建
設
業
者
の

経
営
審
査
と
ラ
ン
ク
付
け

と
入
札
に
つ
い
て

問　
潮
来
市
の
道
路
計
画
は
ど
の
様

に
し
て
計
画
を
立
て
て
進
め
て
い
る

の
か
伺
う
。

答　
小
沼
建
設
部
長

　
道
路
計
画
に
つ
い
て
は
、
潮
来
市

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
な
ど
で
市
の

計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
路
線

や
地
域
か
ら
の
要
望
等
が
あ
る
路
線

に
つ
い
て
事
業
を
進
め
て
い
る
。

　
整
備
に
つ
い
て
は
、
通
学
路
や
避

難
路
な
ど
の
道
路
の
特
性
や
緊
急

性
、
必
要
性
、
用
地
取
得
の
有
無
、

さ
ら
に
は
、
工
事
の
施
工
性
、
事
業

効
果
の
早
期
発
現
な
ど
を
勘
案
し

て
、
優
先
順
位
を
決
め
、
実
施
し
て

い
る
。

　
未
舗
装
路
に
つ
い
て
は
、
４
メ
ー

ト
ル
未
満
の
未
舗
装
路
を
年
に
２
路

線
か
ら
３
路
線
の
新
設
舗
装
工
事
を

実
施
し
て
い
る
。

　
令
和
６
年
度
は
、
釜
谷
地
区
の
市

道
（
潮
）
１８
号
線
、
潮
来
５
丁
目
地

区
の
市
道
（
潮
）
８
２
９
号
線
及
び

８
５
０
号
線
、
将
監
地
区
の
市
道

市
の
ラ
ン
ク
付
け
に
つ
い
て
は
潮
来

市
建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格
審

査
要
綱
第
７
条
の
基
づ
き
、
客
観
点

数
と
し
て
経
営
事
項
審
査
の
結
果
に

よ
る
数
値
を
基
礎
と
し
、
工
事
成
績

及
び
別
に
定
め
る
主
観
的
事
項
の
数

値
を
加
味
し
、
審
査
、
採
点
し
て
い

る
。

答　
下
河
財
政
課
長

　
入
札
は
金
額
に
よ
っ
て
分
け
て
い

る
。
一
般
競
争
入
札
に
つ
い
て
は

２
，５
０
０
万
円
以
上
の
工
事
と
し

て
い
る
。
そ
れ
以
下
に
な
る
と
指
名

競
争
入
札
で
、
こ
の
金
額
に
つ
い
て

も
落
札
率
の
関
係
で
過
去
に
変
え
た

経
緯
が
あ
る
。

潮
来
市
の
道
路
舗
装
工

事
と
生
活
道
路
に
つ
い
て

一般通告質問　気になるQ&A

質問者	　鴇
とき
田
た
　正
まさ
信
のぶ

委
員
会
審
査

研
修
報
告
・
議
会
日
誌

予
算
特
別
委
員
会
報
告

一
般
質
問

令
和
7
年
度
の
予
算
案
を
可
決
／

予
算
の
主
な
使
い
道

審
議
議
案
と
議
決
結
果
／

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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い
。
前
川
沿
岸
の
市
民
生
命
や
財
産

を
守
る
た
め
、
市
と
し
て
の
働
き
か

け
は
？

答　
草
野
都
市
建
設
課
長

　
毎
年
、
茨
城
県
議
会
土
木
企
業
立

地
推
進
委
員
会
に
対
し
、
整
備
促
進

に
つ
い
て
要
望
し
て
い
る
。

問　
潮
来
市
で
の
犯
罪
の
手
口
が
変

化
、
凶
悪
化
犯
罪
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
手
口
が
巧
妙
か
つ
凶
悪
化
し
た
侵

入
犯
罪
の
発
生
が
相
次
い
で
お
り
、

市
民
の
安
全
・
安
心
な
生
活
環
境
を

確
保
す
る
た
め
警
察
や
地
域
と
の
連

携
に
よ
る
犯
罪
防
犯
対
策
を
さ
ら
に

強
化
し
て
い
く
。

問　
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
が
い
た
。

潮
来
市
に
は
潮
来
市
犯
罪
被
害
者
等

支
援
条
例
が
あ
る
が
、
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
条
例
に
基
づ
き
速
や
か
に
相
談
に

応
じ
、支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

問　
来
年
度
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る

防
犯
カ
メ
ラ
等
設
置
事
業
と
し
て
の

補
助
金
制
度
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
各
地
区
に
お
い
て
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
す
る
経
費
の
一
部
に
対
し
て
補

関
と
調
整
し
つ
つ
、
改
定
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
る
と
の
回
答
で

あ
っ
た
。

問　
前
川
の
水
位
が
上
昇
し
た
場
合

の
排
水
溝
か
ら
逆
流
防
止
対
策
に
つ

い
て
、
改
善
等
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
小
沼
建
設
部
長

　
逆
流
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
一
部

フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。

　
ハ
ー
ド
対
策
だ
け
で
は
被
害
を
完

全
に
防
ぐ
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
人
的
被
害
を
最
小
に
す
る
た

め
、
ソ
フ
ト
対
策
が
重
要
と
考
え
、

内
水
浸
水
に
関
す
る
情
報
を
住
民
に

示
し
て
い
く
。

問　
河
川
拡
幅
工
事
、
橋
梁
の
架
け

替
え
工
事
を
進
め
て
い
る
。
進
捗
状

況
は
？

答　
草
野
都
市
建
設
課
長

　
県
か
ら
約
3０
％
が
完
成
し
て
い
る

と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
。

問　
拡
幅
工
事
も
進
み
、
水
門
の
弾

力
的
運
用
、
排
水
ポ
ン
プ
の
稼
働
に

よ
っ
て
洪
水
対
策
の
効
果
は
？

答　
草
野
都
市
建
設
課
長

　
県
か
ら
流
下
能
力
を
確
保
し
て
き

て
い
る
の
で
、
前
川
の
流
域
の
安
全

確
保
が
着
実
に
図
ら
れ
て
い
る
と
い

う
回
答
で
あ
っ
た
。

問　
工
事
の
執
行
者
は
茨
城
県
。
１0

年
か
け
て
30
％
、
ま
だ
進
ん
で
な

　
平
成
25
年
１０
月
の
台
風
2６
号
に
お

い
て
、
前
川
沿
岸
地
域
に
お
い
て
5０

件
以
上
の
世
帯
で
床
上
・
床
下
浸
水

に
よ
り
、
１
，６
４
０
万
円
の
被
害

が
発
生
し
た
。
河
川
拡
幅
工
事
の
早

期
完
成
に
向
け
た
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。

問　
霞
ケ
浦
河
川
事
務
所
へ
前
川
排

水
施
設
の
柔
軟
な
運
用
を
求
め
る
要

望
書
を
提
出
し
、
柔
軟
な
対
応
を
し

て
い
る
と
の
答
弁
、
変
更
や
改
善
さ

れ
た
事
項
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
対
応
内
容
の
改
善
に
つ
い
て
は
変

更
、
改
善
し
た
事
項
は
な
い
。

問　
運
用
内
容
に
つ
い
て
の
継
承
体

制
は
？

答　
濵
野
総
務
課
長

　
年
度
当
初
、
霞
ケ
浦
工
事
事
務
所

の
所
長
、
支
所
で
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の

電
話
確
認
等
、
市
担
当
者
が
異
動
の

際
に
は
、
霞
ケ
浦
工
事
事
務
所
の
担

当
者
と
引
継
ぎ
事
項
等
の
打
合
せ
を

し
て
い
る
。

問　
前
川
排
水
施
設
送
水
要
領
の
改

定
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
改
定
は
し
て
い
な
い
が
、
上
部
機

助
金
を
交
付
。
１
基
約

１０
万
円
程
度
の
防
犯
カ

メ
ラ
で
、
対
象
者
は
各

自
治
区
、
個
人
や
事
業

者
は
対
象
で
は
な
い
。

問　
区
が
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る

際
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
等
の
課
題

に
つ
い
て
支
援
・
相
談
体
制
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
警
察
署
は
じ
め
関
係
団
体
及
び
先

行
自
治
体
の
事
例
、
併
せ
て
法
的
な

部
分
に
関
し
て
は
市
の
顧
問
弁
護
士

等
に
も
相
談
を
し
な
が
ら
支
援
し
て

い
く
。

問　
家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
、
市

の
財
産
、
文
化
財
が
あ
る
よ
う
な
施

設
・
諸
団
体
へ
の
助
成
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
現
時
点
で
は
、
考
え
て
い
な
い
。

今
後
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
調

査
研
究
を
進
め
た
い
。

前
川
沿
岸
に
お
け
る
浸
水
被
害

防
止
策
等
、
川
幅
拡
張
工
事
、
橋

梁
の
架
け
替
え
工
事
に
つ
い
て

潮
来
市
の
防
犯
対
策

に
つ
い
て

一般通告質問　気になるQ&A

質問者	　兼
かねひら
平　直

なお
紀
き
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問　
木
の
伐
採
や
の
り
面
工
事
（
追

加
工
事
）
の
概
要
と
工
事
額
に
つ
い

て
伺
う
。

答　
小
沼
建
設
部
長

　
樹
木
の
伐
採
は
4
本
、
伐
根
は
2

本
で
、
工
事
額
は
１
２
６
万
５
千
円

で
あ
る
。

　
の
り
面
工
事
は
１
２
０
平
方
メ
ー

ト
ル
、
植
生
シ
ー
ト
の
設
置
は
１
２

９
万
８
千
円
で
あ
る
。

問　
地
元
住
民
よ
り
落
砂
が
あ
り
、

大
雨
の
と
き
の
の
り
面
崩
壊
が
心
配

と
の
声
が
あ
る
が
、
対
策
は
充
分
な

も
の
か
伺
う
。

答　
小
沼
建
設
部
長

　
植
生
が
根
付
け
ば
十
分
で
あ
り
、

そ
れ
ま
で
に
多
少
の
落
砂
は
生
じ

る
。
ま
た
安
全
確
認
の
た
め
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
に
て
確
認
し
て
い
る
。

再
問　
植
生
シ
ー
ト
か
ら
の
芝
の
根

付
き
ま
で
の
間
に
大
雨
よ
り
崩
壊
す

る
の
で
は
と
心
配
で
あ
り
、
崩
壊
し

た
時
の
復
旧
責
任
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
原
市
長

　
２
日
に
１
回
現
場
を
見
て
お
り
、

し
っ
か
り
と
工
事
を
進
め
て
い
く
。

道
路
側
に
崩
れ
た
場
合
の
処
理
は
、

市
の
責
任
に
て
処
理
す
る
。
そ
う
い

問　
令
和
７
年
度
の
生
産
目
標
の
配

分
を
ど
の
よ
う
な
理
由
で
行
う
の
か

伺
う
。

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
国
の
政
策
と
し
て
人
口
減
少
や
米

の
消
費
量
が
減
っ
た
た
め
、
需
要
と

供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
減
反
政
策

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
政
府
は
、
令

和
６
年
産
米
は
十
分
に
足
り
て
い
る

と
の
見
解
で
あ
る
。
米
の
価
格
や
流

通
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
注
視
し
て

参
り
た
い
。

問　
令
和
７
年
度
は
、
生
産
調
整
を

行
う
農
家
は
か
な
り
少
な
く
な
る
も

の
と
予
想
さ
れ
る
が
、
市
や
農
家
へ

の
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
生
産
数
量
目
標
は
茨
城
県
農
業
再

生
協
議
会
よ
り
市
へ
示
さ
れ
て
い
る
。

農
林
関
係
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、

生
産
調
整
達
成
が
条
件
と
な
っ
て
い

る
も
の
が
あ
る
。

問　

会
員
数
の
推
移
に
つ
い
て
伺

う
。

答　
大
川
高
齢
福
祉
課
長

問　

会
員
と
な
る
た
め
の
条
件
と

86
．８
％
が
70
歳
以
上
の
要
因
に
つ

い
て
伺
う
。

答　
大
川
高
齢
福
祉
課
長

　
市
内
在
住
で
お
お
む
ね
６０
歳
以
上

の
健
康
で
意
欲
の
あ
る
方
。
高
齢
者

の
就
労
延
長
等
が
要

因
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
か
ら
伺
っ
て
い

る
。

う
こ
と
が
無
い
よ
う
、
工
事
を
進
め

て
い
く
。

問　
構
成
メ
ン
バ
ー
、
人
員
、
年
齢

別
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
実
川
市
民
福
祉
部
長

問　
コ
ロ
ナ
後
の
主
な
受
注
先
、職
、

量
、
受
注
額
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
実
川
市
民
福
祉
部
長

米
作
り
と
生
産
調
整
に

つ
い
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

市
道
（
牛
）
１
級
４
号

線
（
台
上
戸
～
古
宿
線
）

に
つ
い
て

区分 年齢
性別 年齢

構成率男性 女性

第1 ６０～６4歳 4人 0人 １.７%

第2 ６5～６９歳 １5人 １１人 １１.5%

第3 ７０歳以上 １42人 55人 ８６.８%

年度 受注件数 就業延人数 年間契約額
R4 1,13８件 2万2,０51人 1億2,4６4万６,８1７円
R5 1,1０９件 2万1,52７人 1億2,８35万5,８2９円
R6 ８,4７９件 1万６,００2人 1億13万5,６０７円
※R６は4月～12月までの積算　

　職��種��別　　　　　　�（単位：万円）
年度 施設草刈り等 マコモあやめ笠 一般家庭の剪定他 公民館管理
R4 4,2６６ 1９2 2,5９８ 5,4０９
R5 4,０９８ 235 2,８4８ 5,６55
R6 3,3７4 243 2,211 4,1８5
※R6は4月～12月までの積算　

年�度 会員数
R�2 235人
R�3 226人
R�4 222人
R�5 222人
R�6 227人

一般通告質問　気になるQ&A

質問者	　田
た
	崎
さき
		　清

きよし

委
員
会
審
査

研
修
報
告
・
議
会
日
誌

予
算
特
別
委
員
会
報
告

一
般
質
問

令
和
7
年
度
の
予
算
案
を
可
決
／

予
算
の
主
な
使
い
道

審
議
議
案
と
議
決
結
果
／

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ



予算が減額となった主な
理由としては、前川運動
公園設備工事や、特定
医療機関誘致助成事業な

どの事業が終了したことと、当初
予算から不用額が出ないよう厳し
く積算・計上した結果である。ま
た、事業の適性化と財政の健全化
により、各事業が精査された。
令和７年度予算の詳細について
は、広報いたこ４月発
行号をご覧ください

令和７年４月　潮来市議会だより�198�号 18

令和７年度予算案可
決

■市税
　�市民税・固定資産税・軽自動車税など
■地方交付税
　�市の財政力に応じて、国からもらえる
自由に使えるお金

■市債
　�国や銀行等から借りるお金
■国・県支出金
　�国や県からもらえるお金

令和７年度潮来市当初予算

会計名 R7当初予算額 R6当初予算額 比較増減額

一般会計 12,918,000 13,906,000 △988,000

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 3,122,800 3,053,100 69,700

介護保険特別会計 2,542,500 2,359,800 182,700

後期高齢者医療特別会計 464,470 451,540 12,930

企
業
会
計

水道事業会計 1,254,906 1,510,549 △255,643

工業用水道事業会計 17,558 17,553 5

下水道事業会計 2,368,877 2,524,621 △155,744

（単位：千円）

市　税
32億2,577万5千円
（25.0%）

歳入
繰越金
2億円（1.5%）

使用料・手数料・寄付金など
11億9,949万9千円
（9.3%）地方交付税

37億7,998万円
（29.3%）

国・県支出金
29億5,212万8千円
（22.8%）

市　債
2億670万円
（1.6%）

利子割交付金など
10億3,293万6千円（8.0%）

繰入金
3億2,098万2千円
（2.5%）

自主財源
（自主的に収

入できるお金）

依存財源

（国
や
県
な
ど
か
ら
交
付
され

るお
金）

総務費
18億9,945万1千円
（14.7%）

民生費
50億273万6千円
（38.7%）衛生費

13億3,355万円
（10.3%）

商工費
1億8,727万円
（1.5%）

土木費
9億6,696万5千円
（7.5%）

消防費
6億4,126万5千円
（5.0%）

教育費
11億9,312万8千円
（9.2%）

議会費
1億3,070万6千円（1.0%）

予備費
1,000万円（0.1%）

農林水産業費
2億9,983万6千円
（2.3%）

歳出

公債費
12億5,309万3千円
（9.7%）

当初予算一般会計１２９億１,８００万円

　▼用語の解説（一部）

■民生費
　保育や児童・高齢福祉など
■総務費
　�企画委託・広報・選挙・システム維持
など

■土木費
　�道路や河川の維持管理など
■衛生費
　�保健・ゴミなどの公衆衛生
■教育費
　�学校・文化施設の維持管理・給食など

　▼用語の解説（一部）
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Pickup

ふるさとづくり寄附金制度推進事業
１億６,９０６万円

生まれた故郷や応援したい自治体に寄附ができる「ふるさ
と納税」制度を積極的に活用し、寄附の獲得及び財源の確
保を目指すため、新規出品事業者や新規返礼品の開拓等を
強化します。

部活動地域移行実証事業　８９万円

令和８年４月からの中学校の休日部活動の地域移行に向
け、持続可能な部活動環境の構築と中学校における働き方
改革の実現を図り、学校部活動の地域移行を推進するた
め、運動部活動の地域移行に向けた実証事業を行います。

予防接種事業　６,４１８万８千円

帯状疱疹ワクチンの定期接種化に伴い、６５歳以上の５歳
刻みの年齢の方に対し、１回につき４,０００円の助成を行
います。これまで実施していた任意接種の助成について
は、対象を５０歳以上６５歳未満として継続し、定期接種
同様に4,０００円の助成を行います。

地域公共交通網形成事業
４,９３０万９千円
「潮来市地域公共交通計画」に基づき、利便性、持続可能
性の高い公共交通体系を構築し、地域公共交通の維持・確
保を図るため、近隣市と連携した広域路線バスの利便性向
上を図るとともに、新たな公共交通の導入による地域公共
交通網再編に向けた検討を進めます。

地域連携拠点整備事業
１,５０２万７千円

「潮来市地域連携拠点整備基本構想」における都市公園整
備の具体化に向けて、事業スキームや整備・運営計画等の
検討を行い、都市公園整備基本計画を策定します。

令和７年度予算　主な使い道

委
員
会
審
査

研
修
報
告
・
議
会
日
誌

審
議
議
案
と
議
決
結
果
／

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

予
算
特
別
委
員
会
報
告

一
般
質
問

令
和
7
年
度
の
予
算
案
を
可
決
／

予
算
の
主
な
使
い
道
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員会審査　　予算特別委員会員会審査　　予算特別委員会委委

■地域協力活動費　991万6千円
問　R6年度と比較して大幅に予算を増額している。この内容を伺う。
答　�地域おこし協力隊の予算である。R6年度は1名で計上していた。R7年度
は3名を予定している。

■防犯カメラ設置費補助金　277万2千円
問　補助事業内容を伺う。
答　�1台約10万円で、10地区程度を予定している。人通りが多い場所や、防
犯の観点から必要性が高い場所に優先的に設置していく。

■作成業務委託　　　　786万5千円
　計画作成業務委託　1,498万9千円
問　どういった業務委託か内容を伺う。
答　�作成業務委託は、新産業拠点整備事業に係る委託料で、（仮称）麻生IC
周辺の産業用地の確保に向けた業務である。R6年度実施中の産業用地開
発実現化調査の結果を踏まえ、事業区域や事業手法を整理し、開発事業
者及び立地企業の募集要項づくりを行う。

　　�計画作成業務委託は、地域連携拠点整備事業に係る委託料で、R6年度実
施中の都市公園整備基本構想の策定業務及び民間活力導入可能性調査の
成果を踏まえ、都市公園整備の具体化を目的として、事業スキームや整
備・運営計画等の検討を行いながら都市公園整備基本計画の策定を行う。

　市長公室・総務部・会計課・議会事務局

　3月17日・18日の2日間で予算特別委員会が開催されました。本委員会に付託された議案7件を部門ごとに予
算内容を審査しました。
　R6年度予算と比較して大きく増減のある予算や廃止となった事業に関して、積算内訳や要因について質疑が
ありました。特に、委託費や工事請負費は、詳細な事業内容、積算内訳、今後の見通し、事業効果などについ
て、また、各項目に計上された報酬、報償費、需用費、補助金、扶助費等は、内容及び増減理由について、財源
や国・県等の補助金の割合などを問う質疑があり、執行部より説明がありました。
　討論では、一般会計予算に対し、更なる縮減や予算の組み換え等、予算の修正が必要ではないかとの反対討論
が行われ、起立採決により、賛成８名、反対６名で原案のとおり可決しました。
　多方面にわたる質疑の一部を紹介します。

■除草作業委託　250万円
問　 R6年度予算614万円から大幅な減額になったが、例年通りの除草作業が

実施できるのか伺う。
答　�公園の除草作業の委託料であって、道路とは別である。3月補正予算で
減額したため、実績見込みとして減額とした。

■公園遊具撤去工事　55万円
問　公園遊具の新設や改修はないのか伺う。
　　また、日の出地区の側溝蓋かけ予算がないが理由を伺う。
答　�事業の適正化及び財政の健全化を含め、今回は削減となった。公園遊具
の撤去は、長寿命化計画によって危険度があるものは順番に撤去してい
るためその分を計上している。

再問　日の出地区の側溝蓋かけは終了したという認識なのか伺う。
答　�蓋かけは終了していないため、今後も続けていく。今回は財政健全化の
関係で減額となった。

　建　設　部
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■児童送迎バス委託　4,416万2千円
　債務負担行為　児童送迎バス運行業務委託（潮来小学校）
　　　　　　　　令和8年度～令和12年度　1億1,979万円
問　 令和8年度統合した際に、児童送迎バスとしてどちらの委託料もかかる

のか。
答　�学校統合に伴う児童送迎にかかるバス運行の業務委託であるため、どち
らの委託料も費用としてかかる。

■運動部活動外部指導員（会計年度任用職員）2人　226万5千円
問　R6年度と比較して44万円増額となった理由を伺う。
答　指導員は継続となるが、人事院勧告分の報酬が増額となった。

■水郷潮来シティレガッタ実行委員会補助金　100万円
問　シティレガッタは開催しないと伺ったが、負担金の内容を伺う。
答　全国市町村交流レガッタの出場クルーのためのバス代補助となる。

　教　育　部

■報償費　記念品179万3千円
問　事業内容を伺う。
答　�R6年度同様に米寿・100歳以上の方に加えて、新たに喜寿の方へ記念品
を配布する。

再問　 R6年度は敬老会事業補助金として380万円であった。この事業を廃止
して喜寿に記念品を配る事業としたということだが、廃止となった理
由を伺う。

答　�従来の事業に関して各区長にアンケート等で様々な意見を伺った。その
中で、区の負担や、公平性、集まる場所がない、食中毒の危険等、事業
見直しの意見があった。公平性を担保する上で、R6年度までの事業を廃
止し、R7年度から喜寿の方へ記念品を配布する事業に変更した。

■妊娠出産者記念品　140万2千円　　ブックスタート記念品　28万6千円
　新入学児童記念品　376万2千円
問　R6年度と比較して減額となった理由を伺う。
答　�妊娠出産者記念品は150人から120人、ブックスタート記念品は140人か
ら120人、新入学児童記念品は180個から120個に変更し、実績見込みか
ら減額した。

　市 民 福 祉 部

■高齢者等ごみ出し支援業務委託　95万1千円
問　R6年度と比較して減額となった理由と利用者数を伺う。
答　R5年度の実績で積算したため。R6年度の利用者は26名である。

■地域活力創出事業費　　負担金、補助及び交付金
問　道の駅いたこの指定管理料が計上されていないが理由を伺う。
答　�指定管理料は協議の上で決定している。売上が上がったことなどからR7
年度指定管理料は支払わないことで決定した。

再問　今後、指定管理料を支払うこともあるのか。
答　�指定管理の更新があるため、R8年度以降はそこで決まる予定である。
　　�道の駅は好評を得ており、収益が上がる施設である。運営自体は民間業者
のノウハウを使って、潮来市として指定管理料をどのように考えていくか
検討する。

　環境経済部・農業委員会事務局
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令和７年４月　潮来市議会だより 198 号 22

問　 7款：土木費　6項：住宅費　1目：住宅管理費
　　 18節：負担金、補助金及び交付金
　　3つの補助金の事業内容を伺う。
答　�①大規模建築物耐震化支援事業は、国道51
号、緊急輸送道路である国道51号沿いの耐
震性を向上させるための支援事業で、対象は
4戸である。②耐震診断補助金は個人の住宅
で3件実施した。③若年世帯定住促進助成金
は、新築される46歳未満の子育て・若年世帯
の方への補助となっている。今年度は40件予
定していたが35件であっため減額となった。

教育福祉経済委員会 総務建設委員会

問　 歳入　市税　軽自動車税　
　　種別割　6,078千円増
　　 車が増えたのか、13年を過ぎて重課税がかか

る車が増えたのか伺う。
答　�旧税率で賦課されている車が減り、新税率の
車が増えたため。同時に重課税の車が増えて
いる。台数はほぼ変わっていない。

3月14日の委員会での結果を議会
最終日に各委員長が報告しました

問　 ３款：民生費　3目：老人福祉費　18節：負
担金、補助及び交付金　補助金　敬老会事
業補助金　△2,643,000円　　敬老回事業
の実績は？

答　�令和6年度の敬老会事業は23地区で実施して
おり、925,892円の支出となる。

再問　 今回、予定している事業が少ないというこ
とだが、理由は？

　答　�市内66地区にアンケートを実施。60地区
（回答率91％）から回答をいただいた。
回答の中で、実施できなかった理由として
「全体を集めるのが難しい」、「コロナ等の
集団感染が発生した際の責任はもてない」
等があった。

問　 9款：教育費　5項：保健体育費　1目：保健
体育総務費　18節：負担金、補助及び交付
金　　補助金　スポーツ合宿・大会助成金　
△600,000円

　　 今回、夏休み期間で合宿等が集中したため、
対応しきれずに減額補正となったが、潮来市
内に宿泊することが助成の条件か。

答　�潮来市内に宿泊していただくことを助成の条
件としている。

 所管に関する質問
問　 県道に関する要望は（センターラインを引い

てもらいたい等）都市建設課で対応していた
だけるのか。もしくは潮来土木事務所か。

答　�県道なので県に相談していただくのがよい。
都市建設課でも相談の受け付けはできるの
で、その後県へ連絡させていただく。

付託された案件：条例改正　７件
　　　　　　　　補正予算　３件

 主な質疑
令和６年度潮来市一般会計補正予算（第９号）
〔所管科目〕

付託された案件：条例改正　１件
　　　　　　　　補正予算　４件

 主な質疑
令和６年度潮来市一般会計補正予算（第９号）
〔所管科目〕

 所管に関する質問

委員会審査

問　 マイナンバーカードについて、本市の交付率は？
答　�２月末現在の交付率は90.33％である。
問　 マイナンバーカードを用いて住民票、印鑑証

明が取れるが、その周知方法は？
答　�令和4年度から1番窓口に「書かない窓口」と
して、システムを導入している。マイナンバー
カードと暗証番号を打ち込むと交付ができる。
他にマイナンバーカードや免許証を読み取っ
て、申請書に自動記入できるシステムを導入し
ている。周知方法は、システム導入時に周知
している。他には、窓口に来ていただいた方に
も、手順を教えながら周知している。
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� 6日� 仕事始め式（議長）
� 7日� 議会運営委員会（関係議員）
� 8日� 千鳥会（議長）
� 9日� 百里基地新春賀詞交歓会（議長）
10日� 全員協議会
11日� 潮来市新春賀詞交歓会
12日� 二十歳のつどい
13日� 出初式
15日� 令和7年第1回臨時会
17日� 議員研修
23~24日
� 県市議会議長会定例会（議長）
23日� 悠々塾発表会（副議長）
27日� 鹿行南部道路建設促進期成
� 同盟会設立記念式典（議長）
30~31日
� 県東市議会議長会行政視察
� （議長）

� 2日� 潮音寺節分会法要（議長）
� 6日� 市議会議員共済会代議員会
� （議長）
10日� 議会運営委員会（関係議員）
14日� 県市議会議長会議員研修会
� � （関係議員）
18日� 議会運営委員会（関係議員）
19日� 総務建設委員会協議会
� （関係議員）
20日� 教育福祉経済委員会協議会
� （関係議員）
� 悠々塾閉講式（議長）
21日� 全員協議会、予算内示会
22日� 稲敷市市政施行
� 二十周年記念式典（議長）
23日� 牛堀公民館まつり（議長）
� 津知公民館記念のつどい（議長）
26日� 議会運営委員会（関係議員）
27日� 国民健康保険運営委員会（議長）

� 4日� 令和7年第1回定例会開会
� 5日� 春季グラウンドゴルフ大会
� （議長）
� 8日� 文化講演会（議長）
10日� 一般通告質問
11日� 一般通告質問
� 市内中学校卒業式
12日� 一般通告質問
13日� 質疑・委員会付託
� 全員協議会
14日� 総務建設委員会（関係議員）
� 教育福祉経済委員会（関係議員）
17~18日
� 予算特別委員会（関係議員）
19日� 市内小学校卒業式
21日� 区長会総会（議長）
24日� あやめこども園卒園式（議長）
25日� 令和7年第1回定例会閉会
※議員有志で茨城厚生連へ要望書を提出

研修報告
研修の内容を報告します

	議員研修会 ～企業誘致と民間連携によるまちづくり～
■実施日　令和7年1月17日（金）
■講　師　�デロイト�トーマツ�ファイナンシャルアドバイザリー合同会社
　　　　　　森山　真稔氏（潮来市地域活性化起業人）
■内　容　�令和6年7月1日付で潮来市地域活性化起業人として潮来市企業立地戦

略室へ着任しました森山真稔氏から「民間連携によるまちづくり」に
ついて講話をいただきました。先進地の事例を交えながら、潮来市の
強みをふまえ、今後どのような戦略がとれるのか見直すきっかけとな
りました。今後の企業立地についてもお話を伺い、議員と活発な意見交換を行いました。

	教育福祉経済委員会視察研修
■視察先　茨城県神栖市
　　　　　　（1）鹿島共同可燃ごみクリーンセンター
　　　　　　（2）神栖市立第二学校給食共同調理場
■実施日　令和7年2月12日（水）
■内　容　�鹿島共同可燃ごみクリーンセンターでは、施設に関する説明を受

けた後、各委員より稼働状況や熱エネルギーの利用状況など様々
な質問があり、ご回答いただきました。また、神栖市立第二学校
給食共同調理場では、施設見学後、給食を実食させていただきま
した。地場産業の食材や衛生管理、給食献立の計画や他の調理場
との連携等について質疑を行い、職員及び管理栄養士の方から説
明を受けました。

（1）鹿島共同可燃ごみクリーンセンター

（2）神栖市立第二学校給食共同調理場

議会日誌
議員が出席している行事等を紹介します

１月 ２月 ３月
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議会を読もう
　議会だよりは、年4回定例会（3月、6月、
9月、12月）後の4月、7月、10月、1月に発
行します。
　各区で配布されたり、市内のコンビニ、銀
行、公共施設（図書館や公民館）にもござい
ますので、ぜひご覧ください。
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▲動画サイト

動画でみる！ 市議会
　あなたの住むまちで何が話し合わ
れているのか、気になりませんか？
会議の様子をライブ配信（生中継）・
録画配信しています。スマートフォ
ンやタブレットからもご視聴いただ
けます。ホームページからアクセス
してください。

傍聴してみませんか？
　市議会では、市民のみなさ
んの生活に直結した重要な問
題が審議されています。
　議員の活動状況や市政の内
容を知るためにも、ぜひお越
しください。
　開催日当日、２階総務課で
受付しています。

※�基本的な感染症対策にご協
力をお願いいたします。

次の定例会は

6月3日火
開会予定

�会期日程は、ホー
ムページをご覧く
ださい。

今を担う私たちのために今を担う私たちのために
未来を担う子どもたちのために未来を担う子どもたちのために

PPublic ublic RRelationselations
パブリックリレーションズパブリックリレーションズ

本来の意味は本来の意味は
公共の・公衆の良好な公共の・公衆の良好な
関係づくり・結びつき関係づくり・結びつき

親しまれる議会だよりをめざし「みらい」親しまれる議会だよりをめざし「みらい」
の紙面づくりに取り組んでまいります。の紙面づくりに取り組んでまいります。

　境内にある小町桜は、小野小町が眼病を患
い各地をさまよい歩いていた頃、観音寺に祈
願したところ、全快したのでお礼にシダレザ
クラを寄進したものとされています。現代の
桜は三代目です。

観音寺　小町桜表紙の説明


